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本書 は,本 誌No.38に掲載 の学術 論文
「江戸時代か ら現代において人形師はどんな
等身大人形を作 ったのか」の著者 ・川井氏の,
その後,視 座を日本か ら欧米へと移 しての研
究成果である。
限定200部非売品の本書の発行には,著 者
が 「実物 どおりに着彩された等身大の人形」
を調査 された際,日本各地の人形師の方々の
協力を得 ることができ,そ の方々に対するお
礼 と応援の気持ちが大きな要因としてあるよ
うだ。
しかし,「お礼」は分かるが,な ぜ 「応援」
なのか。それは,日本の 「実物どおりに着彩
された等身大の人形」に対する著者の深い思
い入れに依 る。その評価の低さは,欧米の価
値基準に影響されたものであるとして,欧 米
の低い評価成立の経緯を辿るべく 「実物どお
りに着彩された等身大の人形」 とその 「製作
者」に纏わるエピソー ドを,時代を追 って丁
寧に調査され,結 果として,日本の 「実物 ど
お りに着彩された等身大の人形」の評価が不
当であることを確信 しての上梓なのである。
全体は12章か ら成るが,以下のように,時
代に沿って,5部 構成となっている。
第1部:王 のふたつめの身体
第2部:医 学と宗教アルプスの北と南
第3部:切 り裂かれた女神(18世紀)
第4部:美 術の勃興と医学の分化(19世紀)
第5部:抽 象と具象のはざまで(20世紀)
以下,各 部の内容を簡単に紹介 したい。
第1部 は 「実物どおりに着彩された等身大
の人形」のルーツから始まる。フユーネラル ・
エフ ィジー,つ ま り遺体の代理 としての人形
がそのは じま りで あった。 フユーネ ラル ・エ
フ ィジーは,葬 儀 での必要性か ら発生 し,技
術の向上 によって写実性の高い蝋人形 とな る
が,そ の役割 はやがて 「見せ る」エ フィジー
へ と変化 してい く。第1章 で はイングラン ド
を,第2章 ではフラ ンスを中心 に,14世紀頃
か ら17世紀初 頃までのフユーネ ラル ・エ フィ
ジーの変遷 が,多 くの王侯貴族 に纏わ るエ ピ
ソー ドを交えなが ら辿 られ ている。
第1部 がアルプスの北側 を舞台 と した話で
あ るのに対 し,第2部 ではイタ リア,ス ペ イ
ンを中心 とした南側 の,製 作者達 の動向 に焦
点が当て られ る(著 者 によると 「製作者」 は,
「つ くる人」 を意味 し,「職人」 や 「人形師」
を使用 しないのは語彙 によるイメージの影響
を避 け るための配慮 であ る)。北側 と南側 で
は16世紀 までは,死 に対する考 え方 の違 いか
ら,「実物 どお りに着彩 された等身大の人 形」
の需要 と発展の仕方が異な っていたが,16世
紀 中頃,ア ル プスを越 えての技術交流 が盛 ん
にな り,次 第 にその違 いが無 くな ってい った。
第3章 で は,早 くか ら人体解剖 が行 われて
いたイタ リアでの状況が記 されてお り,レ オ
ナル ド・ダ ・ヴィンチ と ミケ ランジェロの解
剖模型 の製作 に纏わ る話 も興味深い。
第4章 で は,解 剖学が発達 したイタ リアの
製 作技 術が,ヨ ー ロ ッパ 中に広 く伝播 し,
「実物 どお りに着彩 された等身大 の人形」 は,
いろいろな役割を持 って需要 されるようになっ
た様子 が分か る。 それ は,解 剖模型 として,
奉納細工 と して,あ るいは記念像 と してであ
り,さ らにそれ らは博物館の資料 にもな った。
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第3部 では,第5章 のタイ トルにもあるよ
うに 「医学的見世物」 として蝋製の解剖模型
が庶民の目に触れるようになった様子が多く
の事例によって示 される。解剖模型を携えた
「移動博物館」 はヨーロッパ中の庶民に医学
的知識を啓蒙 した。
第6章 では,産科学的解剖模型である 「胎
内十月」や 「フローレンティン・ヴィーナス」
を中心に,解剖模型の技術が発展 し多 くの博
物館や大学において解剖模型が展示されてい
た様子が分かる。そして国の支配者の中には
解剖模型を展示す る博物館を建設する者 もあ
り,18世紀の 「実物 どおりに着彩された等身
大の人形」は解剖模型 として,庶民だけでな
く学者や王侯貴族からも興味を示され,高 い
評価を受けていたのであった。
第4部 は,第7章で,鑑賞の対象としてあっ
た解剖模型が,19世紀の科学の発展とともに,
医学の教材として特化 したことで,美 しさが
排除され,よ り合理的な色 ・形 となって医学
の世界で普及していったことが分かる。一方,
第8,9章 では,「実物 どおりに着彩された
等身大の人形」は医学的啓蒙の役割に加えて
娯楽的役割を持って,博 覧会,蝋人形館,博
物館で活躍 した様子が,ヨ ーロッパ各地の事
例によって示される。娯楽性の度合いの増 し
た 「実物どおりに着彩された等身大の人形」
に対 して,19世紀前半の肯定的評価から19世
紀後半には批判的評価が増加する。 この評価
の変化が大きな転機であり,著者が不当とす
る評価の原点でもあるようだ。
第5部 は,第10章で,20世紀において 「実
物 どおりに着彩された等身大の人形」が衛生
博覧会と衛生博物館で活躍する各地の事例が
記 されている。一方,第11章では,見世物的
展示場 としての20世紀の蝋人形館の様子が示
される。中でもマダム ・タッソーの蝋人形館
の評価の変化は興味深い。19世紀本物 らしさ
を追求することで多 くの人々を魅了し絶大な
る人気を博 したこの蝋人形館に対 し,20世紀
初め 「アーティス ト」達は反発した。さらに
は文筆家さえ も距離を置く憂き目を見るが,
第2次 大戦後 「アーティス ト」の反応を尻目
に娯楽の場として発展し続け,現在は世界各
地に開館され多 くの人々を楽しませている。
第12章の 「実物どお りに着彩された等身大
の人形」研究史では,20世紀後半より蝋細工
の研究が手がけられるようになり,その保存
の重要性 も認められるようになった様子が窺
える。
最終章に以下のような記述がある。
「製作者が 「製作 している」のは 「正確さ」
だけではない。「説得力」,そして 「迫真
力」を彼 らは創造 しているのである」
「「アーティス ト」の戦略から 「実物どお
りに着彩された等身大の人形」が美術的
でないとして排除されようとも,人々は
「見たい」ということである。そして人々
は安心して 「実物どお りに着彩された等
身大の人形」を見て,驚 き,声をたて,
笑い,ま た記念写真を撮って,に ぎやか
に 「見物」を楽 しむのである」
「実物 どおりに着彩された等身大の人形」
に対 して,正 当な評価を求める著者の熱い思
いが伝わる。
著者の熱意を持 って,こ の分野に多くの研
究者が注目し,新たなる道が開けるよう,読
者の一人として著者に 「応援」の気持ちを捧
げたい。
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